
第１号議案 資料-① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 事業報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人 八丁堀福祉会 
 

 

 

 



令和７年度 社会福祉法人八丁堀福祉会 事業報告 

 

１．法人理念実現への取り組み 

 

● 地域に愛され信頼される「開かれた福祉」を志します 

・「地域に開かれた福祉」とは、単に利用者へのサービスを提供するだけの「自己完結の

場所」ではなく、地域住民や様々な団体と交流を重ねることで、地域の課題解決やコミ

ュニティづくりに貢献できるようになることを指し、地域共生社会の実現に必要不可

欠です。 

・通所型サービスであるアイリス各事業所は、利用者の引きこもりや孤立を防止するこ

とに加え、地域学生の職場体験受け入れなどを通じて障がいの有無に関わらず、互いに

支え合い、共に生き、皆が当たり前の生活を送ることが出来るように取り組んできまし

た。 

・令和７年度においては就労移行支援２事業所（アイリス広島駅前・古市）を新たに開設

し、より地域に根差した活動が出来るよう、体制をより一層強化しました。 

・令和７年度は、B型事業所に作業を依頼してくださる企業様、就労移行事業所の実習を

受け入れてくださる企業様を筆頭に、利用者がさまざまな社会的体験・経験を積む事が

出来るように取り組みを重ねてきた１年間となりました。 

 

● あらゆる人の生きる夢を大切にし「希望を提供出来る福祉」を実現します。 

・「希望を提供できる福祉」とは、単に生活支援や介護を提供することにとどまらず、利

用者が自立し、自分らしい人生ややりがい、生きがいを見いだせるようにサポートする

取り組みであり、ノーマライゼーションの基本となるものです。 

・障害者の就労支援を行うアイリス４事業所では、働く意欲のある障害者に対し、職業訓

練や職場定着、また授産活動を通じた社会参加に取り組んで参りました。 

・アイリス八丁堀・アイリス阿賀は開業から５年を経過しましたが、多くの利用者にご利

用頂ける状況となっています。 

・定型のサービスを利用者に押し付けるのではなく、利用者の希望や自己選択を大切に

し、一人ひとり異なる生き方を尊重した事業運営が、徐々に地域に根差してきているこ

とと思われます。 

 

● 安全で快適な環境を作り、あなたらしさを支えていきます。 

・事業所のハード面については、机の配置や通路の確保など、身体に障害のある方でも安

心してご利用頂けるように改善を重ねてきました。 

・また、夏の酷暑や冬の寒さ対応としてエアコンや加湿器等をしっかりと活用し、感染症

の持ち込みや蔓延防止のための換気にも取り組んでいます。 

・エアコンの温度設定の件で苦情を受けた事例もありました。この事については、コミュ

ニケーションも環境の一部と捉え、今後の改善に繋げていきたいと考えています。 



● 質の高いサービスを提供するために、専門性の向上と人材の育成に努めていきます。 

・社会福祉士講習や相談支援従事者研修、サービス管理責任者等研修を積極的に職員に

受講させることで、より専門性の高い人材の育成に取り組んでいます。 

・職員のなかには、障害福祉サービスに従事することが初めての者もいるため、これらの

研修だけでなく OJT、OFF-JT を組み合わせた、先輩職員と新入職員双方にとって無理

のない育成を心掛けています。 

・採用時の研修がより強化できるよう、研修資料の作成にも取り組んでまります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．事業所（拠点区分）による事業報告 

 

（１）アイリス八丁堀 

 

【月延利用者数の推移】 

 令和６年度 令和７年度 増減数 昨対比 

４月 265 人 294 人 +29 人 110.94% 

５月 269 人 290 人 +21 人 107.80% 

６月 297 人 291 人 -6 人 97.98% 

７月 287 人 309 人 +22 人 107.66% 

８月 222 人 281 人 +59 人 126.57% 

９月 234 人 291 人 +57 人 124.35% 

10 月 262 人 328 人 +66 人 125.19% 

11 月 251 人 284 人 +33 人 113.14% 

12 月 230 人 325 人 +95 人 141.30% 

１月 229 人 306 人 +77 人 133.62% 

２月 215 人 294 人 +79 人 136.74% 

３月 230 人 351 人 +121 人 152.60% 

合計 2,991 人 3,644 人 +653 人 121.83% 

 

【事業実施内容】 

・年間を通して、対前年比で延べ利用者数が＋653 人であり、21.8％の利用回数上昇がみられた。

利用者の生活リズム、安定した通所が出来るよう定期的な面談を管理者、サビ管を中心に行い週

間単位で利用回数を増やす事ができている。 

・6 月単月で利用減となっているが、前任の管理者倉本が 6 月末で退職、利用者 3 名が退所され

たためと思われる。 

・7 月から管理者倉本の後任の向井が事業所運営状況の確認を行ったところ、「利用者障がい福祉

サービス事業所交通費助成」の請求、及び利用者に対する交通費の支払いができていないこと

が判明、7 月 1 日までで未払い交通費総額は 544,580 円であった。利用者に対し、金銭的虐待

に該当する可能性もあるため向井と事務局にて協議の上、理事長へ報告・相談をしたところ、

未払い交通費を利用者に支払うことを即断いただき 7 月 18 日に未払い分については全額支払

いを完了した。 

・10 月 14 日利用者より事業所の温度設定が寒過ぎるとクレームが入る。11 月 4 日 12 月 11 日運

営適正化委員会より確認もあり。引き続き合理的配慮を行って頂くようご指示があり。八丁堀

福祉会を含むダイキグループのホームページより法人事務局へ直接苦情が届くように苦情受付

方法を見直した。 

・3 月度より食事提供を開始、現在 12名の利用者が食事提供を利用中。 

 

 



【来年度への課題】 

 

・新たな生産活動先を開拓し、利用者増に対応できるよう準備を進める。 

・利用者の支払工賃、交通費、食事提供分代金については実績記録表トリプルチェックを実施し

漏れや間違いがないよう実施毎月 10 日を目途に工賃振込依頼書、交通費振込依頼書、食事提供口

座振替依頼書を作成する。 

・8月に中組職員、2月に朝月職員が入職。また今後も未経験、新卒の職員の入職が予定されてい

るため利用者対応マニュアル（職員指導マニュアル）、メンターマニュアルを作成しＯＪＴをスム

ーズに行えるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）アイリス阿賀 

 

【月延利用者数の推移】 

 令和 6年度 令和 7年度 増減数 昨対比 

４月 261 人 415 人 +154 人 159.00% 

５月 254 人 359 人 +105 人 141.33% 

６月 234 人 383 人 +149 人 163.68% 

７月 265 人 416 人 +151 人 156.98% 

８月 241 人 272 人 +31 人 112.86% 

９月 287 人 294 人 +7 人 102.44% 

10 月 360 人 276 人 －84 人 76.67% 

11 月 329 人 272 人 －57 人 82.67% 

12 月 336 人 314 人 －22 人 93.45% 

１月 301 人 308 人 +7 人 102.33% 

２月 284 人 265 人 －19 人 93.31% 

３月 424 人 327 人 －97 人 77.12% 

合計 3,576 人 3,901 人 +325 人 109.09% 

 

【事業実施内容】 

・令和 7 年度の利用者実績は、3,901 人となり、令和 6 年度の 3,576 人と比較して 325 人の増加

となった。 

 相対比は 109.09%となり、前年度を上回る利用者実績となった。 

 また継続的な通所支援や就労に向けた訓練プログラムの実施により、利用者の安定した通所や

就労意欲の向上につながった。 

・2025 年 4 月より就労定着支援事業を呉市へ申請し、現在 8名が利用されている。 

 定着率 100％を維持していることから、今年度の報酬単価は最高加算となった。 

利用者に対しては、月 1回、就労先での状況や生活面について面談を実施している。 

 継続した面談を行うことで、不安の軽減や必要に応じた福祉サービスにつながり、「相談できる

ことで安心感がある」との声が聞かれている。 

・2025 年度の就職者数は、26名となった。 

 多くの利用者様が就労に繋がった一方で就職に伴う利用者減少も見られたため、就職までの流

れや各時期の目標を明確にした「就職スケジュール表」を作成し、利用者様、企業様、関係機

関様へ見える化した説明ができる体制を整えた。 

 さらに、就労開始から半年以内に退職となるケースも見られたことから、利用開始後は半年程

度継続して通所・訓練を行い、安定して長く働き続ける力を身につけていただけるよう支援に

取り組んでいる。 

 

 

 



【来年度への課題】 

 ・就職後の早期離職を防ぐため、就職前の訓練内容や職場定着支援の充実を図る。 

 ・利用者一人ひとりの特性や課題に応じた支援を行い、安定した就労継続に繋げる。 

 ・就職者増加に伴う利用者減少への対応として、関係機関との連携強化や事業所の取り組みを

発信し、新規利用者の確保に繋げていく。 

 ・就職スケジュール表を活用し、利用者様、企業様、関係機関様への目標や進歩を共有できる

体制を継続する。 

・就労定着支援において、安心して相談できる環境づくりを継続し、定着率の維持向上を目指

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）アイリス広島駅前 

 

【月延利用者数の推移】 

 令和 7年度 

４月 人 

５月 人 

６月 人 

７月 人 

８月 人 

９月 人 

10 月 人 

11 月 人 

12 月 人 

１月 人 

２月 4 人 

３月 9 人 

合計 13 人 

 

【事業実施内容】 

・2月に新規オープンを迎え、営業活動及び、ポスティング・新聞折込チラシの配布にて、利用者

獲得に向けた動きを実施。 

・阿賀での実績の他、事業所の特色を➀少人数制を活かした個別支援➁グループ提携企業との連

携➂生活支援の充実と捉え、他事業所との差別化を図りながら周知活動を実施。 

・近隣の就労移行支援事業所への訪問にて、他事業所の特色を把握しながら、横の連携を依頼。 

・利用者を支援する関係機関を積極的に事業所に招き、日頃の訓練内容や就職までの目標を共有

する事で、チームとしての目線を揃えながら支援を実施。 

・2～3 月での問い合わせが計 8件、そのうちの 2名が利用者として登録となったが、近隣に複数

の同業他社がある広島駅近辺において、毎月安定した問い合わせ数を獲得していく為には、地

域内でのネットワーク作りを地道に行っていく必要性を感じた。 

 

【来年度への課題】 

・利用登録者 10 人確保の為に、相談支援事業所・医療機関・教育機関・他障害福祉サービス事業

所等への継続的な営業活動の中で関係性を構築し、事業所の認知向上を図っていく必要がある。 

・より多くの当事者に情報を届ける為に、WEB 媒体内の情報の見直し、更なる充実が必要となる。 

・最優先課題は利用者獲得であるが、2年後、利用者 1人当たりの報酬単価上昇を目指すうえで、

来年度内に 5名の就職者輩出を目標に取り組んでいく。 

 

 

 



（４）アイリス古市 

 

【月延利用者数の推移】 

 令和 7年度 

４月 人 

５月 人 

６月 人 

７月 人 

８月 人 

９月 人 

10 月 人 

11 月 人 

12 月 人 

１月 人 

２月 80 人 

３月 65 人 

合計 145 人 

 

【事業実施内容】 

・2月に新規オープンを迎え、Bアセス２人、本利用３人でスタートした。プログラムの実施のほ

か、職業センターにて職業評価を実施。利用者の基本情報を把握するためアセスメントを実施し

た。 

・営業活動として相談支援事業所の訪問に加え、ハローワーク、近隣のフリースクールを訪問し、

アイリス古市の広報や就労移行のサービスの案内活動をおこなった。 

・安佐北、安佐南地域には就労移行支援事業所が当事業所しかなく、北特別支援学校や相談支援

専門員から B型アセスメントの要請があり、積極的に受け入れをおこなった。 

・関係機関として職業評価に対するケース会議を当事業所で行い、ハローワーク広島の担当者、

職業センターとの連携強化を図った。 

 

【来年度への課題】 

・地域に必要とされる事業所を目指し、相談支援事業所、医療機関、学校、行政、地域団体との

連携を強化する。また、地域交流活動や見学会、体験利用を積極的に実施し、「相談しやすい事業

所」として認知向上を図ることで、利用者１０名確保につなげる。 

・利用者一人ひとりのニーズに応じた支援を行うため、職員の研修参加、職員間で支援方法を共

有し、支援力の底上げをしていく。 

・地域企業への訪問や情報発信を継続的に行い、障害者雇用への理解促進と新たな実習先・就職

先の開拓に取り組む。  

 


